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の単純なマッチングによって実現される手法を本論文では Image-Based Approach と呼ぶ。このような手法を顔の向
きの推定や全身のジェスチャ認識を実時間に行うシステムに応用し，その有効性を確認した。
論文審査の結果の要旨
人とコンビュータの新しいインタフェースを実現するためには，人間の顔画像をコンピュータが処理し，それから
有用な情報を獲得することが望まれるO 本研究は テレビカメラが撮像した画像内の人の顔を検出し，その動きを追
跡して顔の運動情報を実時間で得る方式を確立することを目的とし顔の探索，追跡と動き認識の方式を探求し，そ
れに基づき実時間認識システムの試作研究を行った。
顔パターンには個人差があり，またその姿勢やカメうからの距離により大きなパターン変動があるO 本研究では，
複雑な背景の下で対象を信頼性が高く検出するために，まず画面内の正面顔を探索する方式を検討した。明度とエッ
ジ成分の密度の相対量に基づいて，ブロックモデルにより顔らしさを定性的に表現し これをテムプレートとして可
変サイズ、のパターン照合を画像全体で行って顔領域の候補を探索する。特に特徴パラメータに重要度を与えることに
より，良好な結果を得ることができた。
次に実時間処理を目指した顔の動きの認識のために，正面顔パターンを顔の 3 次元モデルにテクスチャマッピング
をしたモデ、ルを作成し，代表的姿勢に対するモデル画像を生成する。これをテムプレートとして登録し，入力画像と
照合することにより 顔の追跡と運動パラメータを推定する方式を開発した。
上記の方式を用いて，実時間で顔の動きを認識するインタラクティブシステムを構築し，その有効性を確認した。
本方式は，画像の単純な照合演算に基づいて構成され，実用性が高い。以上のように，本研究は画像工学およびヒュー
マンインタフェースに新しい知見をもたらしたものであり，工学博士の学位論文として価値あるものと認める。
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